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　この作品は湯津上庁舎の正面玄関からまっすぐ
入った１階の子ども図書館に設置してあります。
　この作品は椅子に座り、両手をアゴにあて、何

か長いものをもってい
るのですが、全体を見
るととても荒削りで
す。椅子と体の境目や
体と髪の境目があいま
いで、連結部分にはむ
き出しのクサビがあり
ます。ただし、顔や手
足の先は細かく作りこ
まれています。
　この作品の作者は次
のような言葉をつづっ
ています。「シンポジ

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が原
国際彫刻シンポジウム」で公
開制作、設置された作品とそ
の作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

63

新井　浩　日本　　2006年

思い出が還る処 ―ネックレス―
　　文化振興課　　　（９８）３７６８

ウムの間、作品について憶い
を巡らせながら、ずっと以前
に教えられた彫刻技法とは全
て逆のことをしている自分と
向き合っていた。省略と強
調、木組み、表情。彫刻性と
物語性がせめぎ合う磁場の中で、思い出はどこに還
ろうとしているのだろう。」
　作者は埼玉県生まれの新井浩氏。埼玉大学教育学
部美術科を卒業後上越教育大学大学院芸術系コース

終了。1986年の第60回
国展で新海賞、翌年の
第61回国展で野島賞を
受賞しました。また、
桜の森彫刻コンクール
大賞を受賞するなど、
受賞歴も多く、日本各
地で精力的に展覧会を
行っていました。

あらい ひろし
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那須系図（部分）　（那須家所蔵・当館寄託）

　

現
在
、
本
品
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す
る
資

料
の
中
か
ら「
那
須
系
図
」を
紹
介
し
ま
す
。

本
品
は
、
寛
永
十
八
年（
一
六
四
一
）三
月
九

日
に
那
須
資
重（
一
六
〇
二
〜
四
二
）が
江
戸

幕
府
に
提
出
し
た
系
図
の
写
し
で
す
。
本
品

を
基
に
し
て『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』（『
続
群
書

類
従
』系
図
部
に
も
同
様
の「
那
須
系
図
」が

二
本
収
録
）の「
那
須
系
図
」が
制
作
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』は
、
江
戸
幕
府

が
編
纂
し
た
最
初
の
大
名
・
旗
本
の
系
図
集

で
、
全
一
八
六
巻
で
す
。
若
年
寄
太
田
資
宗

（
一
六
〇
〇
〜
八
〇
）が
奉
行
と
な
り
、
林
羅

山（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
）・
林
鵝
峰（
一

六
一
八
〜
八
〇
）ら
が
編
纂
に
従
事
し
、
寛

永
二
十
年（
一
六
四
三
）に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
系
図
集
の
編
纂
に
先
立
ち
、
幕
府
は

諸
家
に
対
し
て
系
図
や
由
緒
書
、
古
文
書
な

ど
の
証
拠
書
類
の
提
出
を
命
じ
ま
し
た
。
本

品
も
こ
の
時
に
資
重
の
命
に
よ
っ
て
制
作
さ

れ
、
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
も
の
の
写
し
の
一

つ
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
系
図
の
奥
書
に
は
、「
寛
永
十
八
年
辛

巳
三
月
九
日　

那
須
美
濃
守　

藤
原
資
重
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
資
重
」の
部
分
を

見
る
と「
寛
永
十
九
壬
午
七
月
廿
五
日
無
一

子
死
去
、
法
名
自
境
院
」と
朱
書
き
が
あ
り
、

後
に
資
重
死
去
の
記
事
が
加
筆
さ
れ
た
こ
と

も
わ
か
り
ま
す
。
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　　　　　　【初心者天文講座】

　ふれあいの丘天文館  　（２８）３２５４
検 索詳しくは ふれあいの丘天文館

●場所 ふれあいの丘天文館
●対象 中学生以上で、デジタル一眼レフカメラ一式
(三脚、レリーズ含む)を所有しており、２回の講座
を受講可能な方。中学生は保護者同伴。
●定員 10名
●参加費　中学生１名200円、大人１名600円
　　　　　(講座２回分)
●申込方法　開館日の午前９時～午後９時の間に電話
でふれあいの丘天文館まで。

－しぶんぎ座流星群が極大－
　１月４日の朝４時頃、しぶんぎ座流星群が極大を迎
えます。
　しぶんぎ座流星群は、８月のペルセウス座流星群や
12月のふたご座流星群とともに、年間３大流星群とし
て知られています。
　今年は月明かりも無く、極大となる時刻が未明とい
う好条件に恵まれます。観察に慣れた人は１時間に20
～ 50個の流星を見られるでしょう。
　真冬の未明ですので、十分に防寒対策をして流れ星
を楽しみましょう。

『冬の星座と星雲・星団、木星を見よう』参加者募集
●日時 １月25日(土)　午後６時～８時
●内容 冬を代表する星座の見つけ方の解説と、65
㎝望遠鏡などによる、「オリオン座大星雲」、「すば
る」などの星雲・星団、および木星の観望を行いま
す。(雨天曇天時は説明のみを実施)
●場所 ふれあいの丘天文館
●対象 一般(中学生以下は保護者同伴)
●定員 30名
●参加費　小中学生１名100円、大人１名300円
●申込方法　開館日の午前９時～午後９時の間に電
話でふれあいの丘天文館まで。
●その他　当日は暖かい服装でお越しください。　

『一眼デジカメで冬の星空を撮ろう』参加者募集
●日時 １回目:２月９日(日)　２回目:２月23日(日)
 いずれも午後６時～８時
●内容　「デジタル一眼レフカメラの経験はあるが、
星の写真は撮ったことがない」という方が対象で
す。望遠鏡など専用の機材を使わなくても撮影す
ることが可能です。一般のカメラ機材でどこまで
星の写真が撮れるか試してみませんか。

　　　　　　【天体写真講座】

　　　　　　【天文情報】

ふれあいの丘自然観察館  　（２８）３２５１
検 索詳しくは ふれあいの丘自然観察館

　今年も自然観察館を
よろしくお願いします。
開館15年を記念した恐
竜展も19日までです。大
田原で初めての「恐竜
展」をぜひご覧くださ
い。
◎恐竜とは？
　一番肝心な「恐竜とは
何か？」ということにふ
れなければなりません。
一言で説明すると、恐竜
は中生代三畳紀中期から
白亜紀に陸上で栄えた
「は虫類」です。腰の骨の
つくりや足の出方に特徴があり、
重い体重を支え、素早く動くため
に、足は胴体から地面に、真っ直
ぐ出ています。
　恐竜は腰の骨のつくりによって
ティラノサウルスなどの竜盤目、
ステゴサウルなどのような鳥盤目に分けられ、食べ物
も植物食・肉食に分かれ、陸上で「食うか食われるか」

の関係で生きていました。
◎恐竜は絶滅していない？
　１億6000万年もの間、地球上
の大陸を支配していた恐竜時代
も、6500万年前の白亜紀後期に
は恐竜を含め、当時の生物の多く
が一斉に絶滅してしまいました。
　恐竜の絶滅には多くの説が発
表され、ナゾが多いのですが、
「巨大隕石衝突説」が有力視され
ています。
　しかし、羽毛恐竜の発見など化石の研究から、恐竜
の一部が鳥に進化したということがわかり、恐竜は鳥
に姿を変え、今でも生き残っていると考える人もいま
す。…さあ、皆さんは？

☆「昆虫の絵」募集中
　大田原市内の園児を対象
にした第３回「昆虫の絵展」
を実施します。市内の幼稚
園や保育園には募集要項を
配布してあります。ぜひ応
募してみてください。

2014謹賀新年

前年の展覧会

恐竜の足

隕石か!?
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はいだしょうこ
　ファミリーコンサーﾄ　
　　　　　　　　　with いとうまゆ

ニューイヤーコンサート・シリーズ ③
那須野が原ハーモニーホール
    ニューイヤーコンサート

　　　（２４）０８８０
大田原市本町1-2703-6

検 索Nasu-hh

チケット
好評発売中

チケット
好評発売中

■日　時　１月18日（土）　[２回公演]
　1回目 正午開演 ／ 2回目 午後2時30分開演
■会　場　大ホール
■チケット　全席指定
　大人　　　　　2,000円（友の会1,800円）
　３歳～中学生　1,000円
※2歳以下ひざ上鑑賞は無料、　　
　ただし座席利用の場合は有料です

第9回ハーモニーホール展
～夢…未来～

わくわくパイプオルガン
夢たんけん 参加者募集

栃木県内在住の一般公募作家による作品展です
■期　間　１月18日（土）～26日（日）第１・２ギャラリー
■時　間　午前10時～午後５時（最終日は午後４時まで）
■入場料　一般　200円（大学生以下は無料）

１月25日（土）午後２時～　交流ホール（定員20名）
■参加費　1,000円
■対　象　小学4年以上の方ならどなたでも

※学生：小学生～大学生
※チケット 1枚につき 1枚お飲物券をプレゼント

■日　時　3月21日（金・祝）
■会　場　大ホール
■内　容
A:パイプオルガン説明･見学　　    　
B:パイプオルガン曲鑑賞　　
C:夢たんけん（オルガンに触れる）  　　
■料　金
　   AB型　　
　 ABC型　
■演　奏
　　　　ジャン=フィリップ・メルカールト
　　　　徳岡 めぐみ（豊田市コンサートホール）
■申込期間　１月16日（木）～ 25日（土）
■対　象　小学生以上の方ならどなたでも

オルガンスクール受講生募集

　当ホール主催の事業に限り、安心して
公演をお楽しみいただくために、公演中
の託児サービスを行っています。
　料金：お子さま１人　2,000円
　対象：満２歳以上のお子さま
　　　　（先着10名様）
※公演の10日前までにお申し込みください。

パイプオルガンコンサート 託児サービス
★全席自由 500円（予約不要・受付にてお支払い）
■0才からのオルガンコンサートVol.1
１月11日（土）　大ホール 　午前11時開演
０才の赤ちゃん入場OK！　未就学児まで無料！

■アフタヌーンオルガンコンサートVol.1
１月11日（土）　大ホール 　午後３時開演
小･中学生入場無料！（未就学児のお子様は入場できません）
※母子健康手帳ご持参の妊婦さんは、入場無料です

Information
お知らせ

■イベント■
竹工芸「よつめあみたけかご」を作ろう!!

Information
お知らせ

Information
お知らせ

Information
お知らせ

■期　間　平成26年５月～平成27年３月（８月は休講）
　年間20回/１人１回30分（午後１時～８時の間）
　原則として火曜日（変更の場合もあります）
※レッスン内容によっては小型練習機オルガン使用 
■対　象　小学４年生以上の方で、ピアノ、電子オ

ルガンなど鍵盤楽器の演奏経験のある方
■定　員　10名
■講　師　ジャン＝フィリップ・メルカールト

■受講料　小学４年～高校生　36,000円　
　　　　　一般　　　　　　　72,000円
■選考方法　
　書類審査の後、実技審査（ピアノ演奏）を行います
■申込方法　所定の用紙に記入し、１月６日（月）～

13日（月）に当ホールまで提出
　　　　　　（郵送の場合、13日必着）
※受付時間は午前９時～午後５時
※詳細は、ホールのホームページをご覧ください。

http://www.nasu-hh.com/

200円（定員300名／先着順）
500円（定員越えの場合は抽選）

午後１時～２時
午後２時15分～２時45分

午後３時～５時

■日　時　１月13日（月・祝）　午後２時30分開演
■会　場　大ホール
■チケット　全席指定
　 3,000円（友の会2,700円）

2,000円（友の会1,800円）
1,500円
1,000円

一般 S席
一般 A席
学生 S席
学生 A席
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